
【From Kobe ひまわりの夏 2022 ８月】 

◎ 「聞く」と「聴く」 ７月のインターネット・新聞記事より 

最近TVやインターネット等で見聞きする日本のリーダーやコメンテーターたちの言葉・行動のあまりにも 

軽さ・不可思議なのに危惧を抱いている。 どうも自分の役割・責任範囲をわきまえていないのでは? と 

感じることも多い。高度成長の時代を経て、高度情報化の時代。 次から次へと過剰な情報が玉石混合で 

耳にする時代。  それでいて 自分もそんな情報に頼っていると感じることも多い。 

７月２６日の神戸新聞コラム「正平調」にそんな日本の風潮を危惧するコラムが書かれている。 

皆様にはどううつるでしょうか・・・・・ 

 

日本では「五感を研ぎ澄まして・・・・」というが、その五感と中味を一度吟味せねばと思って・・…。 

正平調氏は「聞く」と「聴く」では大違いという。 「聞き流す」のと「傾聴する」のでは大違い。 

「見る」と「観る・看る・診る」では大違い。 若い頃「何を見てたんや」とよく注意されたことを思い出す。 

言葉にすればおなじであるが、その理解力・行動力そしい行動パターンに大きな違いが見えてくる。 

でも、今の風潮はほとんど「ことば」で済ましてしまう。  

ましてや「どっちやねん」と聞き返すことには抵抗がある。 

いまや世界の潮流から取り残され始めた日本 多量の情報に酔うことなく中身をしっかり「聞き分ける」 

「見わける」ための判断力・理解力を研ぎすまさないとと。 

激動・変革の時代と言われることも多いのですが、言葉に酔っていてはいけないと正平調氏にふむふむと。 
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【鉄の話題】
Internet NEWSより



   鷲尾清一氏 エッセイ「汀にて」 謙虚な叡智  神戸新聞２０２２.７．２９.朝刊 文化面 

        元大阪大学総長 臨床哲学者 鷲尾清一氏の言葉に思いも新らた 

  鷲尾清一氏評論 ＜謙虚な叡智＞の書きおこしより 

   すべてを知ることはできないが、何も知らないでいることもできない。 そんな中途半端場所に置かれている 

   そのことを私たちはここ１０年ほどの間に、いやというほど思い知らされてきた。 
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参  考 From Kobe8月  ひまわりの夏 2022  神戸便りより 

 インターネットで見つけた巨大企業トヨタの記事に最近の世相を重ねて   

    要 旨 自動車メーカーの「下請けイジメ」の記事に思う  

   サプライヤーの「ケイレツ格差」もう随分長いなぁ…と  By Mutsu Nakanishi From Kobe  

全 文 https://infokkkna2.com/ironroad2/2022htm/2022mutsu/fkobeR0408A.pdf 

紹介記事 1. ダイヤモンド on line        2022.7.10. 

     自動車メーカーの「下請けイジメ」を示す衝撃データ大公開！搾取構造が浮き彫りに 

ダイヤモンド編集部  浅島亮子：副編集長 

自動車産業は裾野が広く、完成車メーカーを頂点とするサプライヤーピラミッドを形成している。 

近年、完成車メーカーやティア 1（1次下請け）などピラミッドの上位企業が好決算を挙げる中、それ以外の中下位

サプライヤーが潤わないケイレツ格差が問題視されるようになってきた。 

実際に大企業による下請けイジメは存在するのか。特集『決算書100本ノック！2022夏』（全21回）の最終回では、

大企業による搾取構造を示す衝撃データを明らかにする。（ダイヤモンド編集部副編集長 浅島亮子） 

   ■ 特集『決算書100本ノック！2022夏』（全21回）  https://diamond.jp/list/feature/p-fs100_2022summer 

  紹介記事 2   

THE OWNER 編集部 「下請けいじめと呼ぶかは自由だが･･･」 

■「下請けいじめ」の成果？コロナ禍でもトヨタ 2兆円超えの黒字 

https://the-owner.jp/archives/5624 

 

■「下請けいじめと呼ぶかは自由だが･･･」との上記紹介記事の論調に違和感を感じて・・・ 

大企業・経済団体・官僚などが考える中央の考え方か?  

あの例の「トリクルダウン」の考え方そのものと  

                      2022.7.15. Mutsu Nakanishi  From Kobe 

体力のある企業が収益を得て、現状に甘えて、新しい技術開発・先端技術開発を強力に推し進めず、 

後回しにしたことが現在の日本の現状 出口のない日本衰退の道へと至らしめている。 

「二番手ではいけないのですか・・」「トリクルダウン」の考え方に甘んじれば、長期の展望は開けない。 

企業集団の中心にいる大企業と下請け企業がほぼ同じタイムで利益を享受できるのが筋ではないか・・…と。 

そのことは 自動車事業とは別の企業集団 かつての高度成長時代を支えた鉄鋼集団の雄 日本製鉄が 

トヨタに出した鋼材価格引き上げがもたらした日本経済全体に対する効果を見るがいい。  

国際競争力に名を借りた大企業集団の横暴とみるべきではないか・・… 

なぜなら この「下請けいじめ」といわれるトヨタの体質は本年のみ急に現れたものではないと見える。 

日本のトップ企業が持つ体質とも見える。 

いま 日本をけん引してきた自動車のみならず、鉄鋼・家電産業・エネルギー等々日本を引っ張ってきた 

産業がほぼ時を同じくしてその成長性を失って、先の見通しが取れず、 

少なからず「下請け・中小企業いじめ」と喪捉えられる対応がはびこっている。  

今 日本の先行きのためには「成長」と「配分」と声高に言うだけでなく、しこたま内部留保を高めた企業 

集団からの「配分」資源 そして新しい成長へ向けた積極投資の道で 社会底辺・インフラ整備を進めないと 

日本の没落はさらに進むのではないか…。 

そんな目でながめると「トヨタ」の存在のなんと大きいことか‥‥。  

「トヨタ」への注目が高まるのも致し方なし。 

 また かつて「トヨタ」と同じ立場にあった「鉄鋼・素材」「エネルギー」「エレクトロニクス」等の産業にも 

先行投資の声の大きい「新産業」とともに新しい息吹を吹き込むことが必要だろう。 

いまや「成長と集中」の方向を見余らぬよう考えねばならぬポイントにあると思う。 

いつもの年寄りのぶつぶつです。          

2022.7.15. Mutsu Nakanishi 
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